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	本プロジェクトにおいては、NEDA第ⅩⅠ地域事務所を議長とする進捗管理委員会（中央政府レベルでは合同調整委員会（Joint Coordinating Meeting））、地域レベルではプロジェクト実施管理委員会（Project Implementation Committee）を設置し、公共事業道路省や運輸通信省等を含む関係機関との調整を行う。また、必要に応じて、調査団は関係機関と個別に協議し、都市インフラ開発計画を策定する。これにより、都市インフラ開発計画策定にかかる先方のオーナーシップ意識を高めるとともに、都市インフラ開発計画の重要性を関係機関で共有し、同計画への承認を得る。本プロジェクト後には、フィリピン中央政府機関（NEDA Board及びNEDA InfraCom）からの承認を想定し、国家開発計画及び地域開発計画と一貫性のある都市インフラ開発計画を目指す。

